
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長挨拶 

先週、長谷川年度の予定者会議があり、次年度の予

算についての協議がありました。本年度の最初にご説

明したと思いますが、改めて経緯を含めつつご説明し

たいと思います 

クラブ設立当時から数年間はスマイルを行ってい

たのですが、その支出についてはほとんどしたことが

ありませんでした。最初はスマイルのお金を使うと言

う発想がなかったのですが数年経つと、これはどうす

るんだと言う議論になりました。その中の代表的な意

見としてスマイルを会費の不足分の補てんに使うの

は不公平感があると言う意見でした。確かにスマイル

はよくして頂く方とそうでない方に分かれてしまう

事があり、これをそのまま会費の補てんにして使うの

はよくないと言う事なのですが、それではどうすると

言う具体案が出ずに先送りなったと記憶しています。

大きく変わったのは 2013～2014 年度の松本会長の時

です。その時にもう一つ大きな議論となった５周年の

時に集めた認知症サポーター養成基金と言うのがあ

ったのですが、それと統一させて基金をつくり「スマ

イル特別会計規則」を作って運営する事になりました。

その後は夢計画の事業や他団体への寄付などに使用

すると言う事で理事会の承認を受けて支出していま

す。本年度も基本的にはこの方針を踏襲していますが、

公平性と言う観点も確かにあると思いますので予算

の編成時にスマイル基金からどの事業にいくら予算

を付けるか、より明確にしています。確かにス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイルをよくして頂ける方とそうでない方の不公

平感の根本的な解決にはならないと思いますが、使

用目的を明確にする事でスマイルをよくして頂け

る方に納得感をもって頂ければと考えました。今年

は予算書のスマイル基金の予算収支書を見て頂く

とわかるのですが、合計で４５万円の予算を立てて

います。これが本年度のスマイル目標となっており

会場監督の皆さんには目標めざしてスマイルを集

める活動を活発にして頂いています。松も植栽事業

についても夢計画としてスマイル基金が使用され

ていますので是非、たくさんの方に今後もスマイル

をお願いします。 

 

 

  

 ■幹事報告 

1 本日レターケースに入っております配布資料は義 
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 オークラアクトシティホテル浜松３Ｆチェルシーの間 
●司会：原田道子 髙部光司          
●点鐘：近藤 雅彦 
●ｹﾞｽﾄ：静岡県浜松土木事務所 沿岸整備課 課長 伊藤信幸様 
      同 主査 刑部浩臣様 
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●議事：米山記念部会 

「浜松市沿岸域防潮堤整備事業の現状と今後」について 
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〈 出席報告 〉 
会員数 ７９名（内 出席免除会員１名） 
出席数 ６３名 出席率  ７９，７５％ 
 
前々回出席率  ８２，２８％ 



 

事にご用意されました、浜松市沿岸域防潮堤整備、

資料。 

 クラブ会費（4月～6月）請求書 

 以上 2点でございます。 

2 先日、4月 16日（日）米山梅吉記念館にて米山記

念奨学生、世話クラブカウンセラー、オリエンテー

ョンにご参加されました皆様、休日をさいて頂きま

してありがとうございました。この場をおかりして

お礼申し上げます。 

 

■委員会報告 

米山記念奨学委員会：小澤邦比呂会員 

4 月 16 日（日）米山記念奨学生オリエンテーション

が行われました。当クラブからは長谷川会長エレク

ト・藤田副会長それとカウンセラー野田みよ子会員が

出席をしてくれました。本当にありがとうございまし

た。当日は約 90 名の関係者が集まりました。米山梅

吉記念館の桜も奨学生達を祝福している様に思えま

した。今、日本の桜は国境を越えて世界の人々に癒し

と感動を与えています。私達ロータリーも常にそうで

ありたいと思います。今年の桜前線も北上して日本中

の人々に勇気と感動を与えています。米山奨学生にも

桜の様な気持ちを持ったすばらしい人物になって貰

いたいと願うばかりです。次年度も一人の奨学生を受

け入れる様になっております。どうぞご支援をよろし

くお願い致します。 

 

 

 

ゴルフ同好会：髙木一浩会員 

 15日（土）11ＲＣゴルフ大会が浜松カントリークラブ

で行われました。当日は桜がとてもきれいな所でとて

も気持ち良かったです。次回、9月 18日に浜名湖カン

トリークラブにて１１ＲＣゴルフ大会があります。た

くさんの出席で上位を狙いたいと思いますので多数の

出席をよろしくお願い致します。 

 

■スマイル 

近藤会長、リビージョセフマテュー会員、諸星会員 

4月 22日（土）17：00より東田町のビル３階にてパワー

バンドのライブを開催致します。今回のライブは、ドラ

ムやエレキギターは使わずにフォークギターやピアノ、

カホンと言う打楽器を使ったアコースティックライブで

す。時間のある方は是非遊びに来て下さい。 

米山部会 

本日は防潮堤整備事業についての卓話を頂戴いたしまし

た。次年度についても松の植栽活動が計画されています。

伊東様、刑部様には今後共引き続きご指導頂きますよう

宜しくお願い致します。本日は早朝よりありがとうござ

いました。 

近藤会長：田渕幹事 

静岡県浜松市土木事務所沿岸整備課課長伊東信幸様、主

査刑部浩臣様、本日は早朝よりお越し頂きまして誠にあ

りがとうございました。「浜松市沿岸域防潮堤整備事業の

現状と今後について」と題しまして卓話を頂きました。

資料映像を通じてご説明を頂き私達クラブもこの事業を

理解していく所存です。伊東様、刑部様の益々のご活躍

とご健勝を心より祈念申し上げます。 

高貝 亮 会員 

過日、父の葬儀に際しましてはいろいろとお気遣い頂き

ありがとうございました。 
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■議事 

 

「浜松市沿岸域防潮堤整備事業の現状と今後」について 

静岡県浜松土木事務所 沿岸整備課 課長 伊藤信幸様 

                 主査 刑部浩臣様 

15 周年の記念事業の一つとしまして昨年に防潮堤の植

樹事業を行いましたが、継続性を考えて今の防潮堤の整

備状況と今後の状況を伺い、知識を深めようという事で

今回の卓話を依頼致しました。 

それでは、伊藤様、刑部様、宜しくお願い致します。 

 

 

皆さんおはようございます。浜松土木事務所の伊藤で

す。本日は貴重なお時間を頂きまして誠にありがとうご

ざいます。又、昨年の防潮堤での植樹、大変感謝致しま

す。それでは浜松市沿岸域防潮堤整備状況をご説明させ

て頂きます。映像を用意しましたので 10分程度概要につ

いて説明させて頂きます。 

 

10分程度 防潮堤整備事業についてのビデオ鑑賞 

 

 

それでは、お手元の資料を使って補足説明をさせて頂き

ます。この写真は平成 24年 6月 11日に静岡県知事と浜

松市長、一条工務店グループが三者基本合意の締結をし

た時の写真が載っています。一条工務店さんは防潮堤の

整備事業に 300億円の寄付をしました。それを基に静岡

県が防潮堤整備を行い浜松市が必要な土砂を確保並びに

地元説明等をすると言う事で今から 5年程前に締結され

ました。 

津波に関する考え方ですが、課題として 2つあります。 

1 つは、津波の到達時間が短い。地震がおきてからこの

沿岸地域に津波がくるのが 15分から 20分程度、東日本

の震災のときで 1 時間です。2 つ目は低平地が広がって

いる事。海岸からアクトシティまでの標高が 5ｍから 6

ｍで南海トラフの巨大地震がくるとＪＲ付近まで津波が

来ます。これに対して先ほどの一条工務店さんや商工会

議所、地元自治体等の寄付金にてこの防潮堤の工事は行

われています。それを「静岡モデル」といいます。 

 

航空写真がございますが、レベル 1の津波（100～150年

に 1 回起こる恐れのある津波）ですと今切口付近で 4.2

ｍ、中田島砂丘付近で 6.5ｍ、天竜川付近で 5.0ｍとなっ

ております。今の海岸にある堤防の高さが 9ｍなのでレ

ベル 1 の津波であれば今の堤防でも大丈夫と言うことに

なります。しかしレベル２の津波になると今切口で 9.2

ｍ、中田島砂丘で 14.9ｍ、天竜川で 10ｍになります。こ

れに対しまして今、県としては高さ 13ｍの防潮堤を整備

しています。防潮堤の整備状況ですが、三者協定を締結

した翌年、馬込川と天竜川の間で 1箇所、中田島砂丘の

西側で 1箇所、試験施工を行っております。この試験施

工の結果を踏まえて防潮堤の整備を進めてきました。現
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在完成延長で 6.4ｋｍになっております。今現在は五島 2

工区、舞阪 1工区で工事が最盛期を迎えております。 

残りの工区に関してもすでに工事の発注は済んでおりま

す。防潮堤の横断イメージですが、砂浜は海カメの産卵

区域として、また民家に近い所でも工事中の騒音等の問

題がある。防災林の中でも民有地を避けた海岸に近い所

に新しい防潮堤は造られています。 

 

防潮堤の断面ですが、ＣＳＧと言われる砂や土砂をセメ

ントで固めた物（ダムなどに使われる技術）で一番初め

に防潮堤でこの工法を使ったのが福島県です。東日本大

震災の復旧で、津波で流されて残った住宅の基礎などを

砕いて使用していました。 

 この様な大きな事業は県、浜松市の様な行政だけでは

行えないのでそれをバックアップして頂くために防潮堤

整備推進協議会や浜松商工会議所との連携、各種委員会

（景観デザイン検討員会・自然環境検討委員会）等の設

置、植栽計画検討会などを開いて事業を進めております。 

資料の説明は以上になります。 

 ＰＲですが、浜松 防潮堤で検索するとドローンによ

るユーチューブ動画を鑑賞できます。再生回数が増えま

すので是非皆さんもご覧になって下さい。それと毎年ゴ

ールデンウィークには防潮堤の見学会も開催しておりま

すのでよろしくお願い致します。 
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